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滞在割合の高い屋内の空間線量率を精度良く推計するため、屋内外での空間線量率測定に基づき、天然核

種による空間線量率を考慮して屋内線量低減係数を評価した。測定は、特定復興再生拠点区域を有する自治

体内にある木造およびコンクリート造建物に対し、2021 年に実施した。評価した屋内線量低減係数の代表値

を用いて屋外空間線量率から屋内空間線量率を推計した結果、天然核種の影響を考慮した場合はそうでない

場合に比べて誤差指標が小さく、より精度良く屋内空間線量率が推計できた。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所事故から 11 年経過した現在、地面に沈着した放射性核種からの外部被ばくが主要な

被ばく経路となっている[1]。外部被ばく線量の推計では個人が最も長く滞在する屋内[2]の空間線量率を精度

良く推計することが求められるため、屋外と屋内の空間線量率の量的関係を表す屋内線量低減係数は、各種

の被ばく線量推計モデルにおいて重要なパラメータの一つである。屋内線量低減係数は天然核種によるバッ

クグラウンド空間線量率と事故由来の空間線量率とで異なる[3]ことから、天然核種の影響を考慮することで

屋内の空間線量率をより精度良く推計できると考えられる。本研究では、屋内外での空間線量率測定結果を

基に屋内線量低減係数を求め、天然核種の影響を考慮した場合に屋内空間線量率の推計精度がどのように変

化するか評価した。 

2. 手法 

特定復興再生拠点区域を有する自治体内にある 135 の木造建物および 71 のコンクリート造建物に対し、

2021 年に屋内外での空間線量率測定を実施した。全核種に対する屋内線量低減係数 RF1を、屋外空間線量率

に対する屋内空間線量率の比、天然核種の影響を考慮した屋内線量低減係数 RF2 を、屋内外空間線量率から

天然核種によるバックグラウンド空間線量率を差し引いて比を取った値として算出した。求めた RF1 と RF2

の代表値を用いてそれぞれ屋外空間線量率から屋内空間線量率を推計し、それらの精度を評価した。 

3. 結果と考察 

屋内線量低減係数の代表値（幾何平均値）は、木造建物の RF1で 0.58、RF2で 0.44、コンクリート造建物の

RF1 で 0.43、RF2で 0.27 となった。それらを用いて屋内空間線量率を推計した結果、木造およびコンクリート

造建物のいずれでも、RF2を用いて天然核種の影響を考慮した場合に誤差指標が小さくなり、より精度の良い

推計となった。本結果は、福島における外部被ばく線量の推計に活用できるだけでなく、今後の原子力災害

時における外部被ばく線量推計モデルのパラメータ決定に重要な知見である。 
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